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矢板市鳥獣被害防止計画
＜連絡先＞
担当部署名　矢板市経済部農林課
所　　在　　地　栃木県矢板市本町５番４号
電話番号　０２８７－４３－６２１０
ＦＡＸ番号　０２８７－４４－３３２４
メールアドレス　nourin@city.yaita.tochigi.jp
１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域
	対象鳥獣
	ニホンジカ、イノシシ、ツキノワグマ、ハクビシン、ハシブトガラス、ハシボソガラス、カルガモ、カワウ、アライグマ、ニホンザル

	計画期間
	令和７年度～令和９年度

	対象地域
	１７０．４６㎢（矢板市全域）


２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針
（１）被害の現状（令和５年度）
	鳥獣の種類
	被害の現状

	
	品　目
	被害数値

	ニホンジカ
	飼料作物（牧草）、水稲
	被害面積(a)
	155

	
	
	被害金額(千円)
	1,577

	イノシシ
	飼料作物、水稲、野菜
	被害面積(a)
	840

	
	
	被害金額(千円)
	9,892

	ツキノワグマ
	配合飼料、果樹
	被害面積(a)
	8

	
	
	被害金額(千円)
	31

	ハクビシン、アライグマ
	果樹、野菜
	被害面積(a)
	6

	
	
	被害金額(千円)
	187

	カラス類
	果樹、豆類、水稲
	被害面積(a)
	15

	
	
	被害金額(千円)
	511

	カルガモ
	水稲
	被害面積(a)
	25

	
	
	被害金額(千円)
	321

	ニホンザル
	果樹、飼料作物
	被害面積(a)
	5

	
	
	被害金額(千円)
	292


（２）被害の傾向
	〇ニホンジカ：出没が増加している市北部地域において、稲の食害が見られる。
〇イノシシ：市街地周辺を除き、畦畔の掘り起こしや田畑作物の食害被害が見られる。
〇ツキノワグマ：まれに山間部集落付近での出没があり、その影響と思われる果樹園のリンゴや家庭菜園用の露地野菜の食害が見られる。
〇カラス類、カルガモ：定期的な捕獲により、被害状況に大きな増加は見られない。
〇ハクビシン、アライグマ：市街地での出没が増えつつあり、被害件数・金額はさほどではないが家庭菜園用作物の食害が目立つ。
〇ニホンザル：ハナレザルが市北部地域に出没し、家庭菜園用作物の食害が定期的に発生。一部サルはその後、長期にわたり市街地に迷い込むケースあり。※群れでの出没には至っていない


　・被害の経過
	対象鳥獣
	H31
	R2
	R3
	R4
	R5
	増減
傾向

	ニホンジカ
	被害面積(a)
	1,434
	193
	188
	158
	155
	減少

	
	被害金額(千円)
	6,891
	2,072
	1,854
	1,271
	1,577
	

	イノシシ
	被害面積(a)
	1,151
	1,457
	1,431
	851
	840
	減少

	
	被害金額（千円）
	6,617
	18,465
	15,683
	11,188
	9,892
	

	ツキノワグマ
	被害面積(a)
	15
	13
	12
	10
	8
	減少

	
	被害金額（千円）
	73
	61
	42
	38
	31
	

	ハクビシン、アライグマ
	被害面積(a)
	2
	5
	5
	10
	6
	増加

	
	被害金額（千円）
	4
	21
	113
	250
	187
	

	カラス類
	被害面積(a)
	6
	20
	19
	16
	15
	現状
維持

	
	被害金額（千円）
	43
	693
	695
	558
	511
	

	カルガモ
	被害面積(a)
	228
	29
	28
	26
	25
	現状
維持

	
	被害金額（千円）
	2,932
	373
	313
	338
	321
	

	ニホンザル
	被害面積(a)
	6
	6
	6
	6
	5
	増加

	
	被害金額（千円）
	31
	31
	332
	286
	292
	


・主な被害作物と被害時期 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	対象鳥獣
	４　５　６　７　８　９　１０　１１　１２　１　２　３　 （月）

	ニホンジカ
	　　　　　　　　　　　飼料作物（牧草）
　　　　　　　　 
水稲

	イノシシ
	
　　　　　　　　　　飼料作物、水稲、野菜

	ツキノワグマ
	
　　　　　　　　　配合飼料、果樹

	ハクビシン、アライグマ
	　　　　
果樹、野菜

	カラス類
	
　　　 水稲　　 　　  豆類　　　　　 果樹

	カルガモ
	
　　　 水稲

	ニホンザル
	

配合飼料、果樹


（３）被害の軽減目標
	対象鳥獣
	現状値
令和5年度
（2023年度）
	目標値
令和9年度
（2027年度）

	ニホンジカ
	被害面積(a)
	155
	140

	
	被害金額(千円)
	1,577
	1,419

	イノシシ
	被害面積(a)
	840
	756

	
	被害金額(千円)
	9,892
	8,903

	ツキノワグマ
	被害面積(a)
	8
	7

	
	被害金額(千円)
	31
	28

	ハクビシン、アライグマ
	被害面積(a)
	6
	5

	
	被害金額(千円)
	187
	168

	カラス類
	被害面積(a)
	15
	14

	
	被害金額(千円)
	511
	460

	カルガモ
	被害面積(a)
	25
	23

	
	被害金額(千円)
	321
	289

	ニホンザル
	被害面積(a)
	5
	5

	
	被害金額(千円)
	292
	263

	合計
	被害面積(a)
	1,054
	950

	
	被害金額(千円)
	12,811
	11,530


（４）従来講じてきた被害防止対策
	
	従来講じてきた被害防止対策
	課　　題

	捕獲等に関する
取組

	有害獣捕獲による個体群管理を目的に、「捕獲報奨金制度」や「狩猟免許取得等補助金」を創設し、捕獲従事者数の増加を図ってきた。

平成29年度には猟友会会員で構成する「鳥獣被害対策実施隊」を発足し、隊員53人（令和5年度末時点）が市内全域で活動中。
国の鳥獣被害防止対策総合交付金の活用による購入ワナ等を各隊員に配布するなど、持続的な捕獲活動への支援を実施。
	シカ、イノシシ等の鳥獣出没範囲の拡大や個体数の増加により、捕獲従事者への負担増加。
捕獲従事者の高齢化に伴い、将来的な後継者の確保が困難。
今後懸念されるクマ、サル等の市街地出没時における対策強化。


	防護柵の設置等に関する
取組
	平成29年度に「有害獣侵入防止柵設置事業費補助金」を創設。

平成30年度には補助上限額を倍増の10万円に引き上げるなど、当事業の支援強化を実施。
	先進地区（第一農場、上伊佐野行政区）での集落住民主体による集落単位の侵入防止柵設置に向けた支援。
先進地区を手本に、他地区でも同取組が広がるよう周知を図る。

	生息環境管理その他の取組
	県の「とちぎ獣害対策アドバイザー派遣事業」を導入のうえ、住民学習会や集落点検を実施し、獣害対策に関する集落意識の向上や有害獣を寄せ付けないための環境整備に取り組んだ。
　獣害対策をテーマとする市主催の出前講座や市長出席による地区別懇談会を開催し、個人・集落による対策の重要性を啓発。
	草刈りや放任果樹撤去など、集落ぐるみによる獣害対策の促進に向けた啓発強化と支援。


（５）今後の取組方針
	　関係機関との連携強化による総合的な捕獲及び防護の対策を推進する。
また、農業者・集落・農産物生産組合などが一体となって、被害防止を推進する環境や意識の高揚を図る。具体的には、地域の意識改革による被害防除体制の確立に向けた取組や、捕獲による被害防止対策を推進する。
あわせて、捕獲に従事する狩猟後継者を育成していく。


３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項
（１）対象鳥獣の捕獲体制
	　矢板市及び栃木県猟友会塩谷支部（泉分会、矢板分会、片岡分会）で構成する矢板市鳥獣被害対策実施隊による継続的な捕獲活動を行う。
市民から鳥獣による農作物被害の連絡・相談があった場合、迅速に隊員を派遣し、捕獲や被害防止対策の指導を行う。
市は、捕獲活動支援として、各隊員に対してくくりわな等の配布を行う。


（２）その他捕獲に関する取組
	年度
	対象鳥獣
	取組内容

	令和7年度
(2025年度)

	ニホンジカ
イノシシ
ツキノワグマ
ハクビシン
ハシブトガラス
ハシボソガラス
カルガモ
カワウ
アライグマ
ニホンザル

	【ニホンジカ】
くくりわな、銃猟による捕獲を強化し、個体数の減少に努める。
【イノシシ】
くくりわな、箱わなによる捕獲を強化し、個体数の減少に努める。
【ツキノワグマ】
被害箇所に近接する人家や集落に注意を促すとともに、必要に応じて箱わなによる捕獲を行う。
　また、放獣の可否、放獣の箇所等についても的確に実施する。
【ハクビシン、アライグマ】
　小型の箱わなによる捕獲を強化し、個体数の減少に努める。
【ニホンザル】
　出没時に箱わなによる捕獲や爆竹・花火等での追い払いを行う。
【狩猟者の確保】
　狩猟者の高齢化や減少傾向を考慮し、狩猟免許等取得支援事業をとおして、新規狩猟者の確保・育成に向けた取組を推進していく。

	令和8年度
(2026年度)

	
	

	令和9年度
(2027年度)

	
	


（３）対象鳥獣の捕獲計画
	　捕獲計画数等の設定の考え方

	鳥獣による農林産物被害状況や矢板市鳥獣被害対策実施隊の活動実績及び捕獲頭数を踏まえ、令和９（２０２７）年度までの捕獲計画数は、ニホンジカ４８０頭、イノシシ１２０頭と設定する。令和１０（２０２８）年度以降は、捕獲実績及び農作物の被害額等により見直しを行うものとする。


	対象鳥獣
	捕獲計画数等

	
	令和７年度
(２０２５年度)
	令和８年度
(２０２６年度)
	令和９年度
(２０２７年度)

	ニホンジカ
	４８０
	４８０
	４８０

	イノシシ
	１２０
	１２０
	１２０

	ツキノワグマ
	　　３
	３
	３

	ハクビシン
	２０
	２０
	２０

	カラス類
	１００
	１００
	１００

	カルガモ
	１００
	１００
	１００

	カワウ
	－
	－
	－

	ニホンザル
	３
	３
	３

	アライグマ
	５
	５
	５


	対象鳥獣
	捕獲等の取組内容

	ニホンジカ
イノシシ
　
ツキノワグマ
　
ハクビシン、アライグマ
カラス類・
カルガモ
ニホンザル
	市北部地域を中心に、水稲や飼料作物の被害が発生しているため、通年通じて、銃器（巻狩り）やくくりわなによる捕獲に努める。
市街地周辺を除き、水稲や飼料作物の被害が発生しているため、通年通じて、銃器（巻狩り）やくくりわなによる捕獲に努める。
まれに山間部集落付近で出没し、その影響と思われる果樹園のリンゴや家庭菜園用の露地野菜の食害があるため、周辺住民への注意喚起のほか、追い払いや箱わな等による捕獲に努める。
　市内全域で年間を通して、果樹や野菜への被害が発生しているため、箱わなを追加購入するなど捕獲体制強化を図る。
市内全域で年間を通して、水稲などへの被害が発生しているため、猟友会への業務委託による銃器での捕獲に取り組む。
ハナレザルが市内に出没し、果樹や家庭菜園等への被害が発生しているため、箱わなによる捕獲や花火等での追い払いに努める。
上記の捕獲行為が、希少鳥獣その他野生生物の生息に影響を及ぼさないよう十分配慮する。


	ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容

	　大型獣（シカ、イノシシ、クマ）の緊急捕獲等を想定し、捕獲や止め刺しに使用する


（４）許可権限委譲事項
	対象地域
	対象鳥獣

	矢板市全域
（禁猟区等は除く）
	すべての有害鳥獣


４．防護柵の設置等に関する事項
（１）侵入防止柵の整備計画（国の補助事業によるワイヤーメッシュ柵）
	対象鳥獣
	整備内容

	
	令和７年度
(２０２５年度)
	令和８年度
(２０２６年度)
	令和９年度
(２０２７度)

	ニホンジカ
イノシシ
	ワイヤーメッシュ柵
L＝2㎞
	ワイヤーメッシュ柵
L＝2㎞
	ワイヤーメッシュ柵
L＝2㎞


（２）侵入防止柵の管理等に関する取組
	対象鳥獣
	取組内容

	
	令和７年度
(２０２５年度)
	令和８年度
(２０２６年度)
	令和９年度
(２０２７度)

	ニホンジカ
イノシシ
	・集落での草刈り、柵補修による維持管理
・市による柵設置支援、管理指導
	・集落での草刈り、柵補修による維持管理
・市による柵設置支援、管理指導
	・集落での草刈り、柵補修による維持管理
・市による柵設置支援、管理指導


５．生息環境管理その他被害防止施策に関する取組
	年度
	対象鳥獣
	取組内容

	令和7年度
(2025年度)
	ニホンジカ
イノシシ
ツキノワグマハクビシン
ハシブトガラス
ハシボソガラス
カルガモ
カワウ
アライグマ
ニホンザル
	とちぎの元気な森づくり県民税を利用した藪や下草の刈払いを行う。
各種会合や広報誌の配布等により、鳥獣害対策等についての周知活動を行う。
免許取得等補助金（市費）を周知することにより担い手である捕獲者（捕獲実施隊）の育成を継続的に行う。


	令和8年度
(2026年度)
	
	

	令和9年度
(2027年度)
	
	


６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれがある場合の対処に関する事項
（１）関係機関等の役割
	関係機関等の名称
	役　　割

	矢板市
	被害情報収集、被害情報周知、捕獲依頼

	矢板市教育委員会
	被害情報周知

	矢板警察署
	被害情報収集、被害情報周知

	矢板消防署
	被害情報収集、被害情報周知

	栃木県矢板森林管理事務所
栃木県塩谷南那須農業振興事務所
	被害情報収集、対策指導

	矢板市鳥獣被害対策実施隊
	捕獲等実施、対策指導

	栃木県猟友会塩谷支部
（泉分会、矢板分会、片岡分会）
	捕獲等実施


（２）緊急時の連絡体制
	　　被害発生　　　　 矢板市　　　　矢板市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　
矢板消防署　　 矢板警察署　　　　　　栃木県矢板森林管理事務所　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  栃木県塩谷南那須農業振興事務所
矢板市鳥獣被害対策実施隊　　　栃木県猟友会塩谷支部



７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項
	・捕獲した鳥獣については、「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」及び同法に規定される基本指針に基づき、持ち帰りの上、速やかに焼却処理を行うことを原則とする。なお、やむを得ず埋設処理する際は、生態系に影響を与えない適切な方法で行うものとする。
・豚熱感染防止の観点から、イノシシの捕獲時は、移動制限区域等に留意し、防疫措置（靴、衣類、道具、車両の消毒等）を強化する。


８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有効な利用に関する事項
	食品
	福島第一原子力発電所事故の影響により、本市において捕獲されたイノシシ、ニホンジカの肉は、原子力災害対策特別措置法に基づく出荷制限があることから、捕獲従事者に対して食品としての利用や自家消費の自粛を周知徹底する。

	ペットフード
	状況に応じて検討

	皮革
	状況に応じて検討

	その他（油脂、骨製品、角製品、動物園等でのと体給餌、学術研究等）
	状況に応じて検討


９．被害防止施策の実施体制に関する事項
（１）協議会に関する事項
	協議会の名称
	矢板市鳥獣被害対策協議会

	構成機関の名称
	役　　割

	塩野谷農業協同組合
矢板市鳥獣被害対策実施隊
栃木県猟友会塩谷支部（泉分会、矢板分会、片岡分会）
那珂川北部漁業協同組合
たかはら森林組合
矢板市農業委員会
矢板市
	被害調査及び情報提供
捕獲等の実施、対策指導
捕獲等の実施
被害調査及び情報提供
被害調査及び情報提供
被害調査及び情報提供
事務局


（２）関係機関に関する事項
	関係機関の名称
	役割

	栃木県環境森林部自然環境課
	有害鳥獣関連情報の提供及び被害防止技術の情報提供、その他必要な援助を行う。

	栃木県矢板森林管理事務所
	

	栃木県塩谷南那須農業振興事務所
	

	矢板市教育委員会
	


（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項
	・矢板市鳥獣被害対策実施隊は、矢板市及び栃木県猟友会塩谷支部（泉分会、矢板分会、片岡分会）で構成する。
・農林課長を実施隊長とし、泉、矢板、片岡地区に１名ずつリーダーを置く。
・捕獲等に関する指示を実施隊長が各リーダーに伝達し、隊員が捕獲活動を実施する体制とする。


（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項
	・農林課（事務局）は、鳥獣被害対策に関する全般的な体制管理を行う。
・被害報告については、迅速に関係機関へ情報提供を行い、適切な対策が実施できる体制整備に努める。
・集落ぐるみで侵入防護柵の設置を検討し、効果的な被害対策を図る。
・新たな狩猟免許所持者の確保のため、広報活動や講習会の実施を検討する。


１０．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項
	・鳥獣被害発生の広域化に対応するため、近接市町や関係機関との一層の連携、情報交換を図る必要がある。
・専門家の指導による現地研修会等を開催し、有害鳥獣の習性や電気柵等の正しい設置方法等を農業者に周知する。
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